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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ入出力端子を備える携帯情報端末及び該オーディオ入出力端子を介して前記
携帯情報端末と接続され、前記携帯情報端末から電源供給を受けない赤外線通信装置を含
み、該赤外線通信装置が赤外線通信機能を備える携帯電話及び携帯情報端末とデータ通信
を行うデータ通信システムであって、
　前記携帯情報端末は、
　前記携帯情報端末が備える記憶装置に保持される所定のデジタルデータを読み出す読み
出し手段と、
　前記読み出し手段により読み出された前記所定のデジタルデータをアナログオーディオ
データに変換する第１のＤ／Ａ変換手段と、
　前記第１のＤ／Ａ変換手段により変換された前記アナログオーディオデータを前記携帯
情報端末が備えるオーディオ再生バッファへ転送する転送手段と、
　前記転送手段により転送された前記アナログオーディオデータを、一の出力チャンネル
信号として前記赤外線通信装置へ出力する第１のオーディオデータ出力手段と、を有し、
　前記赤外線通信装置は、
　前記第１のオーディオデータ出力手段により出力された前記アナログオーディオデータ
をデジタルデータに変換する第１のＡ／Ｄ変換手段と、
　前記第１のＡ／Ｄ変換手段により変換された前記デジタルデータを、前記赤外線通信装
置が備える赤外線トランシーバを介して送信する赤外線送信手段と、を有し、
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　前記第１のオーディオデータ出力手段は、他の前記出力チャンネル信号として前記アナ
ログオーディオデータを前記赤外線通信装置へ出力し、
　前記赤外線通信装置は、
　前記第１のオーディオデータ出力手段により前記他の出力チャンネル信号として出力さ
れた前記アナログオーディオデータに基づく電力を用いて、前記赤外線通信装置を駆動さ
せる電源供給手段をさらに有することを特徴とするデータ通信システム。
【請求項２】
　前記赤外線通信装置は、
　前記赤外線トランシーバを介してデジタルデータを受信する赤外線受信手段と、
　前記赤外線受信手段により受信した前記デジタルデータをアナログオーディオデータに
変換する第２のＤ／Ａ変換手段と、
　前記第２のＤ／Ａ変換手段により変換した前記アナログオーディオデータを、前記携帯
情報端末が備えるオーディオ録音バッファへ録音チャンネル信号として出力する第２のオ
ーディオデータ出力手段と、を有し、
　前記携帯情報端末は、
　前記第２のオーディオデータ出力手段により出力された前記アナログオーディオデータ
をデジタルデータに変換する第２のＡ／Ｄ変換手段と、
　前記第２のＡ／Ｄ変換手段により変換された前記デジタルデータを、前記記憶装置の所
定の記憶領域に書き込むデジタルデータ書込み手段と、を有することを特徴とする請求項
１に記載のデータ通信システム。
【請求項３】
　前記電源供給手段は、前記第１のオーディオデータ出力手段により前記他の出力チャン
ネル信号として出力された前記アナログオーディオデータを半波倍電圧整流回路に入力し
て得られる出力電力を用いて、前記赤外線通信装置を駆動させることを特徴とする請求項
１又は２に記載のデータ通信システム。
【請求項４】
　前記第１のＤ／Ａ変換手段、前記第１のＡ／Ｄ変換手段、前記第２のＤ／Ａ変換手段及
び第２のＡ／Ｄ変換手段は、マンチェスター符号を利用して、オーディオデータ・デジタ
ルデータ間の変換を行うことを特徴とする請求項１乃至３の何れか一に記載のデータ通信
システム。
【請求項５】
　前記赤外線通信装置が備えるＭＣＵ（Micro Controller Unit）の動作周波数を、該Ｍ
ＣＵの定格上限周波数より低くする第１の省電力化手段を有することを特徴とする請求項
１乃至４の何れか一に記載のデータ通信システム。
【請求項６】
　前記赤外線通信装置が備えるＭＣＵ（Micro Controller Unit）の未使用ポートをクロ
ーズさせる第２の省電力化手段を有することを特徴とする請求項１乃至５の何れか一に記
載のデータ通信システム。
【請求項７】
　前記赤外線トランシーバの出力を、該赤外線トランシーバの定格上限出力より小さくす
る第３の省電力化手段を有することを特徴とする請求項１乃至６の何れか一に記載のデー
タ通信システム。
【請求項８】
　オーディオ入出力端子を備える携帯情報端末及び該オーディオ入出力端子を介して前記
携帯情報端末と接続され、前記携帯情報端末から電源供給を受けない赤外線通信装置を含
み、該赤外線通信装置が赤外線通信機能を備える携帯電話及び携帯情報端末とデータ通信
を行うデータ通信システムにおけるデータ通信方法であって、
　前記携帯情報端末において、
　読み出し手段が、前記携帯情報端末が備える記憶装置に保持される所定のデジタルデー
タを読み出すステップと、
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　第１のＤ／Ａ変換手段が、前記読み出し手段により読み出された前記所定のデジタルデ
ータをアナログオーディオデータに変換するステップと、
　転送手段が、前記第１のＤ／Ａ変換手段により変換された前記アナログオーディオデー
タを前記携帯情報端末が備えるオーディオ再生バッファへ転送するステップと、
　第１のオーディオデータ出力手段が、前記転送手段により転送された前記アナログオー
ディオデータを、一の出力チャンネル信号として前記赤外線通信装置へ出力するステップ
と、を含み、
　前記赤外線通信装置において、
　第１のＡ／Ｄ変換手段が、前記第１のオーディオデータ出力手段により出力された前記
アナログオーディオデータをデジタルデータに変換するステップと、
　赤外線送信手段が、前記第１のＡ／Ｄ変換手段により変換された前記デジタルデータを
、前記赤外線通信装置が備える赤外線トランシーバを介して送信するステップと、を含み
、
　前記第１のオーディオデータ出力手段は、他の前記出力チャンネル信号として前記アナ
ログオーディオデータを前記赤外線通信装置へ出力し、
　前記赤外線通信装置において、
　電源供給手段が、前記第１のオーディオデータ出力手段により前記他の出力チャンネル
信号として出力された前記アナログオーディオデータに基づく電力を用いて、前記赤外線
通信装置を駆動させるステップをさらに含むことを特徴とするデータ通信方法。
【請求項９】
　前記赤外線通信装置において、
　赤外線受信手段が、前記赤外線トランシーバを介してデジタルデータを受信するステッ
プと、
　第２のＤ／Ａ変換手段が、前記赤外線受信手段により受信した前記デジタルデータをア
ナログオーディオデータに変換するステップと、
　第２のオーディオデータ出力手段が、前記第２のＤ／Ａ変換手段により変換した前記ア
ナログオーディオデータを、前記携帯情報端末が備えるオーディオ録音バッファへ録音チ
ャンネル信号として出力するステップと、を含み、
　前記携帯情報端末において、
　第２のＡ／Ｄ変換手段が、前記第２のオーディオデータ出力手段により出力された前記
アナログオーディオデータをデジタルデータに変換するステップと、
　デジタルデータ書込み手段が、前記第２のＡ／Ｄ変換手段により変換された前記デジタ
ルデータを、前記記憶装置の所定の記憶領域に書き込むステップと、を含むことを特徴と
する請求項８に記載のデータ通信方法。
【請求項１０】
　前記電源供給手段は、前記第１のオーディオデータ出力手段により前記他の出力チャン
ネル信号として出力された前記アナログオーディオデータを半波倍電圧整流回路に入力し
て得られる出力電力を用いて、前記赤外線通信装置を駆動させることを特徴とする請求項
８又は９に記載のデータ通信方法。
【請求項１１】
　前記第１のＤ／Ａ変換手段、前記第１のＡ／Ｄ変換手段、前記第２のＤ／Ａ変換手段及
び第２のＡ／Ｄ変換手段は、マンチェスター符号を利用して、オーディオデータ・デジタ
ルデータ間の変換を行うことを特徴とする請求項８乃至１０の何れか一に記載のデータ通
信方法。
【請求項１２】
　第１の省電力化手段が、前記赤外線通信装置が備えるＭＣＵ（Micro Controller Unit
）の動作周波数を、該ＭＣＵの定格上限周波数より低くするステップを含むことを特徴と
する請求項８乃至１１の何れか一に記載のデータ通信方法。
【請求項１３】
　第２の省電力化手段が、前記赤外線通信装置が備えるＭＣＵ（Micro Controller Unit
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）の未使用ポートをクローズさせるステップを含むことを特徴とする請求項８乃至１２の
何れか一に記載のデータ通信方法。
【請求項１４】
　第３の省電力化手段が、前記赤外線トランシーバの出力を、該赤外線トランシーバの定
格上限出力より小さくするステップを含むことを特徴とする請求項８乃至１３の何れか一
に記載のデータ通信方法。
【請求項１５】
　一の出力チャンネル信号として取得するアナログオーディオデータをデジタルデータに
変換する第１のＡ／Ｄ変換手段と、
　前記第１のＡ／Ｄ変換手段により変換された前記デジタルデータを、赤外線トランシー
バを介して送信する赤外線送信手段と、を有し、さらに、
　前記赤外線トランシーバを介してデジタルデータを受信する赤外線受信手段と、
　前記赤外線受信手段により受信した前記デジタルデータをアナログオーディオデータに
変換する第２のＤ／Ａ変換手段と、
　前記第２のＤ／Ａ変換手段により変換した前記オーディオデータを、録音チャンネル信
号として出力する第２のオーディオデータ出力手段と、を有し、
　他の出力チャンネル信号として取得するアナログオーディオデータに基づく電力を用い
て、当該赤外線通信装置を駆動させる電源供給手段をさらに有することを特徴とする、外
部から電源供給を受けず、赤外線通信機能を備える携帯電話及び携帯情報端末とデータ通
信を行う赤外線通信装置。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　携帯情報端末及びそれに接続する赤外線通信装置を用いて、赤外線通信機能を備えた外
部装置と赤外線通信を行う技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、赤外線通信機能を備えた携帯電話が普及する環境下、赤外線によるデータ通信の
プロトコルはＩｒＤＡ（Infrared Data Association）により規格化されているため、異
なるキャリアの携帯電話間でも赤外線によるデータ通信が可能な状況となっている。そう
いった状況の中、携帯電話のユーザ間では赤外線によるデータ通信機能を利用し、メール
アドレス、住所、プロフィールなど個人情報の授受を手軽に行う機会が増えている。
【０００３】
　なお、国内仕様のほとんどの携帯電話が赤外線通信機能を備える状況となる以前、携帯
電話に赤外線通信装置を外部接続することによって、赤外線通信機能を備えていない携帯
電話間の赤外線通信を実現させるための技術が検討されている（特許文献１など）。
【０００４】
　他方、携帯電話に種々の機能を付加したスマートフォンなどと呼ばれる携帯情報端末が
普及している。当該携帯情報端末は、インターネットに接続し情報収集をするなどＰＣ（
Personal Computer）に類似した利用形態や、スケジュール管理や住所録管理などＰＩＭ
（Personal Information
Manager）としての利用形態など幅広い用途で利用されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－１２４９０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかしながら、赤外線通信機能を備えていない携帯情報端末も多く存在し、そのような
携帯情報端末のユーザは、携帯電話ユーザ及び他の携帯情報端末ユーザと、赤外線通信を
利用した情報の授受を行うことができないという問題点が有る。
【０００７】
　そこで本発明は、上記問題点に鑑み、赤外線通信機能を備えていない携帯情報端末であ
っても、赤外線通信機能を備える携帯電話及び携帯情報端末と、赤外線通信を利用した情
報の授受を行うことができるデータ通信システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　開示するデータ通信システムの一形態は、オーディオ入出力端子を備える携帯情報端末
及び該オーディオ入出力端子を介して前記携帯情報端末と接続される赤外線通信装置を含
むデータ通信システムであって、前記携帯情報端末は、前記携帯情報端末が備える記憶装
置に保持される所定のデジタルデータを読み出す読み出し手段と、前記読み出し手段によ
り読み出された前記所定のデジタルデータをアナログオーディオデータに変換する第１の
Ｄ／Ａ変換手段と、前記第１のＤ／Ａ変換手段により変換された前記アナログオーディオ
データを前記携帯情報端末が備えるオーディオ再生バッファへ転送する転送手段と、前記
転送手段により転送された前記アナログオーディオデータを、一の出力チャンネル信号と
して前記赤外線通信装置へ出力する第１のオーディオデータ出力手段と、を有し、前記赤
外線通信装置は、前記第１のオーディオデータ出力手段により出力された前記アナログオ
ーディオデータをデジタルデータに変換する第１のＡ／Ｄ変換手段と、前記第１のＡ／Ｄ
変換手段により変換された前記デジタルデータを、前記赤外線通信装置が備える赤外線ト
ランシーバを介して送信する赤外線送信手段と、を有することを特徴とする。
【０００９】
　さらに、開示するデータ通信システムの一形態は、前記赤外線通信装置は、前記赤外線
トランシーバを介してデジタルデータを受信する赤外線受信手段と、前記赤外線受信手段
により受信した前記デジタルデータをアナログオーディオデータに変換する第２のＤ／Ａ
変換手段と、前記第２のＤ／Ａ変換手段により変換した前記アナログオーディオデータを
、前記携帯情報端末が備えるオーディオ録音バッファへ録音チャンネル信号として出力す
る第２のオーディオデータ出力手段と、を有し、前記携帯情報端末は、前記第２のオーデ
ィオデータ出力手段により出力された前記アナログオーディオデータをデジタルデータに
変換する第２のＡ／Ｄ変換手段と、前記第２のＡ／Ｄ変換手段により変換された前記デジ
タルデータを、前記記憶装置の所定の記憶領域に書き込むデジタルデータ書込み手段と、
を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　開示のデータ通信システムは、赤外線通信機能を備えていない携帯情報端末であっても
、赤外線通信機能を備える携帯電話及び携帯情報端末と、赤外線通信を利用した情報の授
受を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施の形態に係るデータ通信システムにおける赤外線データ通信の概要を説明
する図である。
【図２】本実施の形態に係るデータ通信システムの概要を説明する図である。
【図３】本実施の形態に係るデータ通信システムの機能ブロック図である。
【図４】本実施の形態に係る携帯情報端末における表示画面の一例を示す図である。
【図５】本実施の形態に係る携帯情報端末のハードウエア構成例を示す図である。
【図６】本実施の形態に係る赤外線通信装置のハードウエア構成例を示す図である。
【図７】本実施の形態に係るデータ通信システムによるデータ送信処理の流れを示すフロ
ーチャートである。
【図８】本実施の形態に係るデータ通信システムによるデータ送信処理の流れを示すフロ
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ーチャートである。
【図９】本実施の形態に係るデータ通信システムによる電源供給処理の流れを示すフロー
チャートである。
【図１０】本実施の形態に係るデータ通信システムによる省電力処理の流れを示すフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図面を参照しながら、本発明を実施するための形態について説明する。
　（データ通信システムの概要）
【００１３】
　図１を用いて、本実施の形態に係るデータ通信システム５００による赤外線データ通信
の概要を説明する。図１は、データ通信システム５００と他の携帯電話及び携帯情報端末
との間で行う赤外線を用いたデータ通信の概要を説明する図である。ここで、赤外線を用
いたデータ通信とは、例えば、ＩｒＤＡ（Infrared Data Association）により規格化さ
れた通信方式であっても良く、その他の通信方式であっても良い。
【００１４】
　図１で示すように、データ通信システム５００は、赤外線通信機能を備えた携帯電話又
は携帯情報端末と、赤外線を用いたデータ通信を行うことができる。具体的には、データ
通信システム５００において赤外線通信アプリケーション２９０を起動させると、予め規
定される動作ルールに従い、データ通信システム５００は他装置と赤外線によるデータ通
信を開始する。ここで、予め規定される動作ルールとは、送信処理・受信処理の選択、送
信処理における送信データの選択、受信処理における受信データの格納場所の選択などで
ある。また、データ通信において装置間で授受が行われる情報は、メールアドレス、氏名
・住所・生年月日（所謂、プロフィール）などのユーザ情報であっても良く、ユーザ情報
以外の画像データであっても良い。
【００１５】
　次に図２を用いて、データ通信システム５００の構成の概要を説明する。図２は、デー
タ通信システム５００の概要説明図である。図２で示すように、データ通信システム５０
０は、携帯情報端末１００と赤外線通信装置３００とを含み、携帯情報端末１００の備え
るオーディオ入出力端子１９０に、赤外線通信装置３００の備えるフォーンプラグ（Phon
e Plug）４６０を差し込んで使用する。なお、オーディオ入出力端子１９０、フォーンプ
ラグ４６０は、Ｌ極、Ｒ極、Ｍｉｃ極、Ｇｎｄ極の４極を備えている。
【００１６】
　そして、携帯情報端末１００側のアプリケーション２９０を起動すると、オーディオ入
出力端子１９０及びフォーンプラグ４６０は、Ｌ極、Ｒ極、Ｍｉｃ極、Ｇｎｄ極の４極を
介して、外部装置と送受信を行う処理対象データの授受を行う。
【００１７】
　（データ通信システムの動作原理）
　図３を用いて、本実施の形態に係るデータ通信システム５００の動作原理について説明
する。図３は、データ通信システムの機能ブロック図である。図３で示すように、データ
通信システム５００は、携帯情報端末１００、赤外線通信装置３００を含む。
【００１８】
　そして、携帯情報端末１００は、読み出し手段１１０、第１のＤ／Ａ変換手段１２０、
転送手段１３０、第１のオーディオデータ出力手段１４０、第２のＡ／Ｄ変換手段１５０
、書込み手段１６０、記憶装置１７０、オーディオ再生バッファ１８０、オーディオ入出
力端子１９０、オーディオ録音バッファ２００を有する。一方、赤外線通信装置３００は
、第１のＡ／Ｄ変換手段３１０、赤外線送信手段３２０、赤外線受信手段３３０、第２の
Ｄ／Ａ変換手段３４０、第２のオーディオデータ出力手段３５０、電源供給手段３６０、
第１の省電力化手段３７０、第２の省電力化手段３８０、第３の省電力化手段３９０、赤
外線トランシーバ４００を有する。はじめに、携帯情報端末１００が有する各手段につい
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て説明する。
【００１９】
　読み出し手段１１０は、携帯情報端末１００の記憶装置１７０に記憶されている、外部
装置に送信する処理対象データ（デジタル形式で記憶されるデータ）を読み出す。ここで
、処理対象データは、データそのもの又はデータの格納場所が予め決められている形態で
あっても良いし、処理の都度選択する形態であっても良い。また、処理対象データは、メ
ールアドレス、氏名・住所・生年月日（所謂、プロフィール）などのユーザ情報であって
も良く、ユーザ情報ではない画像データであっても良い。なお、読み出し手段１１０の処
理は、赤外線通信アプリケーション２９０が起動されたことをトリガーにして開始される
。例えば、図４で示すように、携帯情報端末１００の操作画面２６０上の赤外線通信アプ
リ２９０を選択し実行指示を行うと、読み出し手段１１０の処理が開始される。
【００２０】
　第１のＤ／Ａ変換手段１２０は、読み出し手段１１０により読み出されたデジタルデー
タをアナログオーディオデータに変換する。また、第１のＤ／Ａ変換手段１２０は、マン
チェスター符号を利用して、デジタルデータをアナログオーディオデータに変換する形態
としても良い。ここでマンチェスター符号とは、データ伝送コードの形式の一つであって
、伝送レベルの高低の変化を０と１の符号で表し、低レベルから高レベルへの変化を０で
、高レベルから低レベルへの変化を１でそれぞれ表すものであるが、本実施の形態ではそ
の逆の変換規則であっても良い。
【００２１】
　転送手段１３０は、第１のＤ／Ａ変換手段１２０により生成（変換）されたアナログオ
ーディオデータをオーディオ再生バッファ１８０に転送する。ここで、オーディオ再生バ
ッファ１８０とは、携帯情報端末１００が音データの再生処理を行う際、再生させる音デ
ータを一時的にバッファリングするための記憶領域である。
【００２２】
　第１のオーディオデータ出力手段１４０は、オーディオ再生バッファ１８０にバッファ
リングされるアナログオーディオデータを、オーディオ入出力端子１９０のＬ極・Ｒ極を
介して、赤外線通信装置３００へ出力する。ここで、Ｌ極から出力されるデータとＲ極か
ら出力されるデータとは位相差πの同一波形となる。
【００２３】
　第２のＡ／Ｄ変換手段２００は、オーディオ録音バッファ２００にバッファリングされ
るアナログオーディオデータをデジタルデータに変換する。また、第２のＡ／Ｄ変換手段
２００は、マンチェスター符号を利用して、アナログオーディオデータをデジタルデータ
に変換する形態としても良い。ここで、オーディオ録音バッファ２００とは、携帯情報端
末１００が音データの録音処理を行う際、録音させる音データを一時的にバッファリング
するための記憶領域である。
【００２４】
　書込み手段１６０は、第２のＡ／Ｄ変換手段２００により生成（変換）されたデジタル
データを、記憶装置１７０の所定の場所に記憶させる。ここで、所定の場所は、予め定め
る形態であっても良く、第２のＡ／Ｄ変換手段２００により生成（変換）されたデジタル
データ内で規定される形態であっても良い。また、所定の場所は、書込み手段１６０の処
理の都度ユーザなどが設定する形態であっても良い。
【００２５】
　次は、赤外線通信装置３００が有する各手段について説明する。第１のＡ／Ｄ変換手段
３１０は、オーディオ入出力端子１９０のＬ極を介して取得した、第１のオーディオデー
タ出力手段１４０により出力されるアナログオーディオデータをデジタルデータに変換す
る。また、第１のＡ／Ｄ変換手段３１０は、マンチェスター符号を利用して、アナログオ
ーディオデータをデジタルデータに変換する形態としても良い。
【００２６】
　赤外線送信手段３２０は、第１のＡ／Ｄ変換手段３１０により生成（変換）されたデジ
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タルデータを、赤外線トランシーバ４００を介して赤外線通信機能を備えた外部装置に送
信する。ここで、赤外線送信手段３２０は、ＩｒＤＡが規定する赤外線通信のプロトコル
に従ってデータ送信を行う。
【００２７】
　赤外線受信手段３３０は、赤外線通信機能を備えた外部装置から送信されたデジタルデ
ータを、赤外線トランシーバ４００を介して受信する。ここで、赤外線受信手段３３０は
、ＩｒＤＡが規定する赤外線通信のプロトコルに従ってデータ受信を行う。
【００２８】
　第２のＤ／Ａ変換手段３４０は、赤外線受信手段３３０により受信されたデジタルデー
タをアナログオーディオデータに変換する。また、第２のＤ／Ａ変換手段３４０は、マン
チェスター符号を利用して、デジタルデータをアナログオーディオデータに変換する形態
としても良い。
【００２９】
　第２のオーディオデータ出力手段３５０は、第２のＤ／Ａ変換手段３４０により生成（
変換）されたアナログオーディオデータを、オーディオ録音バッファ２００にオーディオ
入出力端子１９０のＭｉｃ極を介して出力する。
【００３０】
　電源供給手段３６０は、オーディオ入出力端子１９０のＲ極を介して取得した、第１の
オーディオデータ出力手段１４０により出力されるアナログオーディオデータを倍電圧回
路（例えば、半波倍電圧整流回路）へ入力する。そして、電源供給手段３６０は、倍電圧
回路の出力として得られる電力を赤外線通信装置３００が備えるＭＣＵ（Micro Controll
er Unit）４１０に供給し、ＭＣＵ４１０を駆動させる。ここで、第１のＡ／Ｄ変換手段
３１０、赤外線送信手段３２０、赤外線受信手段３３０、第２のＤ／Ａ変換手段３４０、
第２のオーディオデータ出力手段３５０のいずれか一つ以上の手段は、ＭＣＵ４１０によ
り実行される。
【００３１】
　第１の省電力化手段３７０は、ＭＣＵ４１０の動作周波数を、ＭＣＵ４１０の定格上限
周波数より低く設定する制御を行う。ここで、「低く設定する」とは、定格上限周波数の
１／２であっても良く、定格上限周波数の１／４であっても良い。このように、ＭＣＵ４
１０における消費電力を小さくすることで、電源供給手段３６０が供給する電力に基づき
ＭＣＵ４１０の稼働が可能となる。
【００３２】
　第２の省電力化手段３８０は、ＭＣＵ４１０の未使用であるポートを閉じる制御を行う
。このように未使用ポートを閉じることによって待機電力を小さくし、ＭＣＵ４１０にお
ける消費電力を小さくすることで、電源供給手段３６０が供給する電力に基づきＭＣＵ４
１０の稼働が可能となる。
【００３３】
　第３の省電力化手段３９０は、赤外線トランシーバ４００の出力を、定格上限出力より
小さくする制御を行う。このように赤外線トランシーバ４００における消費電力を小さく
することで、電源供給手段３６０が供給する電力に基づきＭＣＵ４１０の稼働が可能とな
る。
【００３４】
　ここで、第１のＡ／Ｄ変換手段３１０がＬチャンネル信号を利用する場合、電源供給手
段３６０はＲチャンネル信号を利用し、第１のＡ／Ｄ変換手段３１０がＲチャンネル信号
を利用する場合、電源供給手段３６０はＬチャンネル信号を利用する。また、第１のＡ／
Ｄ変換手段３１０と電源供給手段３６０とが同一チャンネルの信号を利用する形態であっ
ても良い。
【００３５】
　（携帯情報端末のハードウエア構成）
　図５を用いて、本実施の形態に係る携帯情報端末１００のハードウエア構成の一例につ
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いて説明する。図５は、携帯情報端末１００のハードウエア構成の一例を示す図である。
【００３６】
　図５で示すように、携帯情報端末１００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）２１
０、ＲＯＭ（Read-Only Memory）２２０、ＲＡＭ（Random
Access Memory）２３０、フラッシュメモリ（Flash Memory）２４０、無線通信ユニット
２５０、表示装置２６０、オーディオ入出力端子１９０、外部接続端子２７０を有する。
【００３７】
　ＣＰＵ２１０は、ＲＯＭ２２０に記憶されたプログラムを実行する装置であり、ＲＡＭ
２３０に展開（ロード）されたデータを、プログラムの命令に従って演算処理し、携帯情
報端末１００全体を制御する。ＲＯＭ２２０は、ＣＰＵ２１０が実行するプログラムやデ
ータを記憶している。ＲＡＭ２３０は、ＣＰＵ２１０でＲＯＭ２２０に記憶されたプログ
ラムを実行する際に、実行するプログラムやデータが展開（ロード）され、演算の間、演
算データを一時的に保持する。
【００３８】
　フラッシュメモリ２４０は、基本ソフトウェアであるＯＳや本実施の形態に係るアプリ
ケーションプログラムなどを、関連するデータとともに記憶する装置である。例えば、フ
ラッシュメモリ２４０には、読み出し手段１１０、書込み手段１６０の処理対象となるデ
ジタルデータが記憶される。
【００３９】
　無線通信ユニット２５０は、携帯電話や無線ＬＡＮ（Local Area Network）など無線通
信機能を提供するためのユニットである。表示装置２６０は、ＬＣＤ（Liquid
Crystal Display）等で構成される装置であり、携帯情報端末１００が有する機能をユー
ザが利用する際や各種設定を行う際のユーザインタフェースとして機能する装置である。
オーディオ入出力端子１９０は、ヘッドフォンやイヤフォンを接続し、音情報を外部出力
するための端子であり、Ｌ極・Ｒ極・Ｍｉｃ極・Ｇｎｄ極の４極対応の端子である。外部
接続端子２７０は、外部装置と有線でデータ送受信を行うためのインタフェースである。
【００４０】
　ここで、携帯情報端末１００が有する各手段は、ＣＰＵ２１０が、ＲＯＭ２２０又はフ
ラッシュメモリ２４０に記憶された各手段に対応するプログラムを実行することにより実
現される形態としても良い。また、携帯情報端末１００が有する各手段は、当該各手段に
関する処理をハードウエアとして実現する形態としても良い。
【００４１】
　（赤外線通信装置のハードウエア構成）
　図６を用いて、本実施の形態に係る赤外線通信装置３００のハードウエア構成の一例に
ついて説明する。図６は、赤外線通信装置３００のハードウエア構成の一例を示す図であ
る。
【００４２】
　図６で示すように、赤外線通信装置３００は、ＣＰＵ４２０、ＲＯＭ４３０、ＲＡＭ４
４０、種々の電子回路４５０、オーディオ入出力端子４６０、赤外線レシーバ４００を有
する。ここでＭＣＵ（Micro Controller Unit）４１０は、ＣＰＵ４２０、ＲＯＭ４３０
、ＲＡＭ４４０を含む構成としても良い。
【００４３】
　ＣＰＵ４２０は、ＲＯＭ４３０に記憶されたプログラムを実行する装置であり、ＲＡＭ
４４０に展開（ロード）されたデータを、プログラムの命令に従って演算処理し、赤外線
通信装置３００全体を制御する。ＲＯＭ４３０は、ＣＰＵ４２０が実行するプログラムや
データを記憶している。ＲＡＭ４４０は、ＣＰＵ４２０でＲＯＭ４３０に記憶されたプロ
グラムを実行する際に、実行するプログラムやデータが展開（ロード）され、演算の間、
演算データを一時的に保持する。
【００４４】
　種々の電子回路４５０は、電源供給手段３６０が利用する倍電圧回路、電圧変換や波形
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整形に利用する電子回路などを含む。オーディオ入出力端子４６０は、オーディオ入出力
端子１９０に接続するための端子（フォーンプラグ）であり、Ｌチャンネル・Ｒチャンネ
ル・Ｍｉｃチャンネル・Ｇｎｄチャンネルの４チャンネル対応である。赤外線レシーバ４
００は、外部装置と赤外線によるデータの送受信を行うための装置である。
【００４５】
　ここで、赤外線通信装置３００が有する各手段は、ＣＰＵ４２０が、ＲＯＭ４３０に記
憶された各手段に対応するプログラムを実行することにより実現される形態としても良い
。また、赤外線通信装置３００が有する各手段は、当該各手段に関する処理をハードウエ
アとして実現する形態としても良い。
【００４６】
　（データ通信システムによるデータ送信処理の流れ）
　図７を用いて、本実施の形態に係るデータ通信システム５００によるデータ送信処理の
流れを説明する。図７は、データ通信システム５００によるデータ送信処理の一例を示す
フローチャートである。図４で示す操作画面２６０において赤外線通信アプリ２９０を選
択し実行指示を行うと、Ｓ１０の処理が開始される。
【００４７】
　Ｓ１０で読み出し手段１１０が、記憶装置１７０に記憶される処理対象のデジタルデー
タを読み出しＲＡＭ２３０に転送する。Ｓ２０で第１のＤ／Ａ変換手段１２０が、ＲＡＭ
２３０に読み出された処理対象データを、マンチェスター符号を利用してアナログオーデ
ィオデータに変換する。
【００４８】
　Ｓ３０で転送手段１３０が、第１のＤ／Ａ変換手段１２０により生成されたアナログオ
ーディオデータをＲＡＭ２３０からオーディオ再生バッファ１８０に転送する。ここで、
オーディオ再生バッファ１８０がＲＡＭ２３０上に用意されている場合、転送手段１３０
は、オーディオ再生バッファ１８０として割り当てられた領域にアナログオーディオデー
タを転送する。
【００４９】
　Ｓ４０で第１のオーディオデータ出力手段１４０が、転送手段１３０によりオーディオ
再生バッファ１８０へ転送されたアナログオーディオデータを、オーディオ入出力端子１
９０のＬチャンネルを介して、赤外線通信装置３００へ出力する。
【００５０】
　Ｓ５０で第１のＡ／Ｄ変換手段３１０が、携帯情報端末１００から取得したアナログオ
ーディオデータであるＬチャンネル信号を、マンチェスター符号を利用してデジタルデー
タに変換する。ここで、第１のＡ／Ｄ変換手段３１０によるＡ／Ｄ（Analog／Digital）
変換処理の前に、Ｌチャンネル信号に対し波形整形処理や電圧変換処理を施す形態として
も良い。また、第１のＡ／Ｄ変換手段３１０はＡ／Ｄ変換処理を行うと共に、周波数変換
処理を行っても良く、例えば、本実施形態において第１のＡ／Ｄ変換手段３１０は、１１
．０２５ｋＨｚのアナログオーディオ信号を９．６ｋｂｐｓのデジタルデータに変換する
。
　Ｓ６０で赤外線送信手段３２０が、赤外線トランシーバ４００を介して、第１のＡ／Ｄ
変換手段３１０により生成されたデジタルデータを外部装置に送信する。
【００５１】
　このような処理を行うことで、赤外線通信機能を備えていない携帯情報端末１００にお
いても、オーディオ入出力端子１９０を利用することで、赤外線通信機能を備えた他の装
置と赤外線によるデータ送信を行うことができる。
【００５２】
　（データ通信システムによるデータ受信処理の流れ）
　図８を用いて、本実施の形態に係るデータ通信システム５００によるデータ受信処理の
流れを説明する。図８は、データ通信システム５００によるデータ受信処理の一例を示す
フローチャートである。図４で示す操作画面２６０において赤外線通信アプリ２９０を選
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択し実行指示を行うと、Ｓ１１０の処理が開始される。
【００５３】
　Ｓ１１０で赤外線受信手段３３０が、赤外線トランシーバ４００を介して、赤外線通信
機能を備えた他の装置が送信したデジタルデータを受信する。Ｓ１２０で第２のＤ／Ａ変
換手段３４０が、赤外線受信手段３３０により受信されたデジタルデータを、マンチェス
ター符号を利用してアナログオーディオデータに変換する。
【００５４】
　Ｓ１３０で第２のオーディオデータ出力手段３５０が、第２のＤ／Ａ変換手段３４０に
より生成されたアナログオーディオデータを、オーディオ入出力端子１９０を介して、Ｍ
ｉｃチャンネル信号としてオーディオ録音バッファ２００へ出力する。ここで、第２のＤ
／Ａ変換手段３４０によるＤ／Ａ（Digital／Analog）変換処理の後に、Ｍｉｃチャンネ
ル信号に対し波形整形処理や電圧変換処理を施す形態としても良い。また、オーディオ録
音バッファ２００は、ＲＡＭ２３０上に設けられた所定の記憶領域であっても良い。
【００５５】
　Ｓ１４０で第２のＡ／Ｄ変換手段１５０が、オーディオ録音バッファ２００に出力され
たアナログオーディオデータを、マンチェスター符号を利用してデジタルデータに変換し
、ＲＡＭ２３０上の所定の作業領域に書き出す。Ｓ１５０で書込み手段１６０が、第２の
Ａ／Ｄ変換手段１５０により生成されＲＡＭ２３０上の作業領域に書き出されたデジタル
データを、記憶装置１７０の所定の場所に記憶させる。ここで所定の場所とは、予め定め
た格納場所であっても良く、第２のＡ／Ｄ変換手段２００により生成（変換）されたデジ
タルデータ内で規定される形態であっても良い。また、所定の場所とは、書込み手段１６
０による処理の都度ユーザなどが設定する形態であっても良い。
【００５６】
　このような処理を行うことで、赤外線通信機能を備えていない携帯情報端末１００にお
いても、オーディオ入出力端子１９０を利用することで、赤外線通信機能を備えた他の装
置と赤外線によるデータ受信を行うことができる。
【００５７】
　（データ通信システムによる電源供給処理の流れ）
　図９を用いて、本実施の形態に係るデータ通信システム５００による電源供給処理の流
れを説明する。図９は、データ通信システム５００による電源供給処理の一例を示すフロ
ーチャートである。図４で示す操作画面２６０において赤外線通信アプリ２９０を選択し
実行指示を行うと、Ｓ２１０の処理が開始される。
【００５８】
　Ｓ２１０で読み出し手段１１０が、記憶装置１７０に記憶される処理対象のデジタルデ
ータを読み出しＲＡＭ２３０に転送する。Ｓ２２０で第１のＤ／Ａ変換手段１２０が、Ｒ
ＡＭ２３０に読み出された処理対象データを、マンチェスター符号を利用してアナログオ
ーディオデータに変換する。
【００５９】
　Ｓ２３０で転送手段１３０が、第１のＤ／Ａ変換手段１２０により生成されたアナログ
オーディオデータをＲＡＭ２３０からオーディオ再生バッファ１８０に転送する。ここで
、オーディオ再生バッファ１８０がＲＡＭ２３０上に用意されている場合、転送手段１３
０は、オーディオ再生バッファ１８０として割り当てられた領域へアナログオーディオデ
ータを転送する。
【００６０】
　Ｓ２４０で第１のオーディオデータ出力手段１４０が、転送手段１３０によりオーディ
オ再生バッファ１８０へ転送されたアナログオーディオデータを、オーディオ入出力端子
１９０のＲチャンネルを介して、赤外線通信装置３００へ出力する。
【００６１】
　Ｓ２５０で電源供給手段３６０が、取得したＲチャンネル信号を半波整流倍電圧整流回
路に入力し入力信号を昇圧する。Ｓ２６０で電源供給手段３６０が、半波整流倍電圧整流
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回路により昇圧されたＲチャンネル信号をＭＣＵ４１０、赤外線トランシーバ４００に入
力する。
　こうすることにより、赤外線通信装置３００は独自に電源を備えなくとも、自身が備え
るＭＣＵ４１０、赤外線トランシーバ４００を駆動させることができる。
【００６２】
　（データ通信システムによる省電力処理の流れ）
　図１０を用いて、本実施の形態に係るデータ通信システム５００による省電力化処理の
流れを説明する。図１０は、データ通信システム５００による省電力化処理の一例を示す
フローチャートである。
【００６３】
　Ｓ３１０で第１の省電力手段３７０による処理を実行させる設定がされている場合（Ｓ
３１０でＹｅｓ）、Ｓ３２０で第１の省電力手段３７０が、ＭＣＵ４１０の動作周波数を
、ＭＣＵ４１０の定格上限周波数より小さくする制御を行う。このように、ＭＣＵ４１０
における消費電力を小さくすることで、電源供給手段３６０が供給する電力に基づきＭＣ
Ｕ４１０の稼働が可能となる。
【００６４】
　Ｓ３３０で第２の省電力手段３８０による処理を実行させる設定がされている場合（Ｓ
３３０でＹｅｓ）、Ｓ３４０で第２の省電力化手段３８０が、ＭＣＵ４１０の未使用ポー
トを閉じる制御を行う。このように未使用ポートを閉じることによって待機電力を小さく
し、ＭＣＵ４１０における消費電力を小さくすることで、電源供給手段３６０が供給する
電力に基づきＭＣＵ４１０の稼働が可能となる。
【００６５】
　Ｓ３５０で第３の省電力手段３９０による処理を実行させる設定がされている場合（Ｓ
３５０でＹｅｓ）、Ｓ３６０で第３の省電力化手段３９０が、赤外線トランシーバ４００
の出力を、定格上限出力より小さくする制御を行う。このように赤外線トランシーバ４０
０における消費電力を小さくすることで、電源供給手段３６０が供給する電力に基づきＭ
ＣＵ４１０の稼働が可能となる。
【００６６】
　上記のように第１の省電力化手段３７０、第２の省電力化手段３８０、第３の省電力化
手段３９０を設けることにより、赤外線通信装置３００は独自に電源を備えなくとも、自
身が備えるＭＣＵ４１０、赤外線トランシーバ４００を駆動させることができる。
【００６７】
　（総括）
　開示のデータ通信システムは、赤外線通信機能を備えていない携帯情報端末であっても
、赤外線通信機能を備える携帯電話及び携帯情報端末と、赤外線通信を利用した情報の授
受を行うことができる。
【００６８】
　また、開示のデータ通信システムを構成する赤外線通信装置は、独自に電源を備えなく
とも、自身が備えるＭＣＵや赤外線トランシーバを駆動させることができる。
【００６９】
　以上、本発明の実施の形態について詳述したが、本発明は係る特定の実施の形態に限定
されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲において、種々の
変形・変更が可能である。
【符号の説明】
【００７０】
１００　携帯情報端末
１１０　読み出し手段
１２０　第１のＤ／Ａ変換手段
１３０　転送手段
１４０　第１のオーディオデータ出力手段
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１５０　第２のＡ／Ｄ変換手段
１６０　書込み手段
１７０　記憶装置
１８０　オーディオ再生バッファ
１９０　オーディオ入出力端子
２００　オーディオ録音バッファ
２１０　ＣＰＵ
２２０　ＲＯＭ
２３０　ＲＡＭ
２４０　フラッシュメモリ
２５０　無線通信ユニット
２６０　表示装置
２７０　外部接続端子
２９０　データ通信制御プログラム（赤外線通信アプリケーション）
３００　赤外線通信装置
３１０　第１のＡ／Ｄ変換手段
３２０　赤外線送信手段
３３０　赤外線受信手段
３４０　第２のＤ／Ａ変換手段
３５０　第２のオーディオデータ出力手段
３６０　電源供給手段
３７０　第１の省電力化手段
３８０　第２の省電力化手段
３９０　第３の省電力化手段
４００　赤外線トランシーバ
４１０　ＭＣＵ
４２０　ＣＰＵ
４３０　ＲＯＭ
４４０　ＲＡＭ
４５０　種々の電子回路
４６０　オーディオ入出力端子
５００　データ通信システム
 
【要約】　　　（修正有）
【課題】赤外線通信機能を備えていない携帯情報端末であっても、赤外線通信機能を備え
る携帯電話及び携帯情報端末と、赤外線通信を利用した情報の授受を行うことができるデ
ータ通信システムを提供する。
【解決手段】携帯情報端末は、形態情報端末が備える記憶装置に保持される所定のデジタ
ルデータを読み出し、読み出された所定のデジタルデータをアナログオーディオデータに
変換し、変換された前記アナログオーディオデータを携帯情報端末が備えるオーディオ再
生バッファへ転送し、転送されたアナログオーディオデータを、一の出力チャンネル信号
として赤外線通信装置へ出力する。赤外線通信装置は、前記第１のオーディオデータ出力
手段により出力されたアナログオーディオデータをデジタルデータに変換し、変換された
デジタルデータを、赤外線通信装置が備える赤外線トランシーバを介して送信する。
【選択図】図３
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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